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新
・
正
副
議
長
の
あ
い
さ
つ

町
民
の
暮
ら
し
を
守
る
議
事
決
定
機
関
に

最
良
の
意
思
決
定
の
た
め
に

　

議
長
就
任
の
ご
あ
い
さ

つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

異
常
な
円
安
に
よ
る
物

価
高
騰
の
中
、
町
民
の
皆

さ
ん
の
暮
ら
し
や
営
業
を

守
る
た
め
に
も
町
議
会
の

役
割
は
大
事
で
す
。

１　

行
政
を
チ
ェ
ッ
ク

し
、
町
民
の
声
を
行
政
に

反
映
さ
せ
る
た
め
に
、
議

員
相
互
の
議
論
を
つ
く

し
、
最
良
の
意
思
決
定
が

で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

２　

町
民
の
福
祉
向
上
と

町
の
発
展
に
寄
与
す
る
た

め
に
も
、
質
の
高
い
議
会

活
動
を
目
指
し
、
当
局
に

政
策
提
案
で
き
る
議
会
力

ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま
す
。

３　

議
会
活
動
の
公
開
性

を
求
め「
開
か
れ
た
議
会
」

に
向
け
て
、
町
民
の
皆
さ

ん
へ
の
情
報
発
信
を
行

い
、
意
見
交
換
を
活
発
に

進
め
ま
す
。

　

当
局
に
は
、
議
会
中
継

な
ど
議
会
活
動
の
公
開
性

を
求
め
て
い
き
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　

こ
の
度
副
議
長
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
。

　

議
会
は
町
民
の
代
表
機

関
で
あ
り
、
行
政
の
監
視

機
関
で
あ
り
、
議
決
機
関

で
あ
り
ま
す
。
議
会
が
二

元
代
表
制
の
も
と
で
、
議

会
の
役
割
を
十
分
に
発
揮

す
る
た
め
に
、
そ
の
機
能

を
強
化
す
る
こ
と
「
議
会

力
の
強
化
」
に
力
を
注
い

で
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
議
員

一
人
ひ
と
り
の
資
質
向
上

を
目
指
す
こ
と
も
重
要
で

あ
り
、
議
会
の
力
を
強
化

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

町
民
の
声
を
行
政
に
反

映
さ
せ
る
た
め
に
、
議
長

を
中
心
に
議
会
が
一
つ
に

ま
と
ま
る
こ
と
が
重
要
だ

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
町

民
に
と
っ
て
最
良
の
意
思

決
定
が
で
き
る
よ
う
に
努

力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
、
議
長
を
補
佐
し
、
一

生
懸
命
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

議長
大石　巌

副議長
蒔田　昌代

吉
田
町
牧
之
原
市
広
域
施
設
組
合
議
会

・
増
田
伸
介　
　

・
福
世
義
己　

・
盛
純
一
郎

・
三
輪
美
由
紀　

・
八
木
栄　
　

・
河
原
崎
曻
司

・
増
田
剛
士

榛
原
総
合
病
院
組
合
議
会

・
平
野
積　

・
大
石
巌　

・
山
内
均　

駿
遠
学
園
管
理
組
合
議
会

・
大
石
裕
之

吉
田
町
監
査
委
員

・
三
輪
美
由
紀
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委員会の新体制が決定

　

蒔
田　

昌
代　

　

楠
元　

由
美
子

〇
増
田　

伸
介　

◎
盛　
　

純
一
郎

　

平
野　

積　
　

　

大
石　

巌　
　

　

増
田　

剛
士　

　

河
原
崎　

曻
司

　

福
世　

義
己　

〇
八
木　

栄　
　

◎
山
内　

均　
　

　

三
輪　

美
由
紀

　

大
石　

裕
之　

　

盛　
　

純
一
郎

　

蒔
田　

昌
代　

〇
平
野　

積　
　

◎
増
田　

剛
士　

　

三
輪　

美
由
紀

　

山
内　

均

　

増
田　

伸
介

　

福
世　

義
己

〇
平
野　

積　

◎
楠
元　

由
美
子

　

増
田　

剛
士

　

三
輪　

美
由
紀

　

大
石　

裕
之

総務文教常任委員会
総務課、防災課、企画課、財政管理課、税務
課、町民課、福祉課、こども未来課、健康づ
くり課、高齢者支援課、会計課、教育委員会、
選挙管理委員会、監査委員および固定資産評
価審査委員会の所管に属する事項の調査

産業建設常任委員会
産業課、建設課、都市環境課、上下水道課お
よび農業委員会の所管に属する事項の調査

議会運営委員会
地方自治法109条による、議会運営を円滑に
運ぶため、会期および議事日程などの協議

議会広報特別委員会
年４回の定例会に合わせて、全戸に配布する

『議会だより』の立案・編集・校正・発行

◎委員長　〇副委員長
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第３３号議案吉田町下水道条例の一部を改正する条例の制定
賛成多数で可決

令和５年第２回定例会

　令和５年度第２回吉田町定例会は６月１日から６月１６日までの１６日間行われ、条例の一部改正
６件、補正予算１件、人事案件１７件、契約締結１件の計２５件を原案通り可決・同意・適任とした。
　また、静岡県後期高齢者医療広域連合議会議員選挙も行った。

吉田町下水道料金等審議会答申（令和５年２月２１日）

【答申内容】（抜粋）
　⑴　下水道使用料改定時期と改定率の目安

　「下水道使用料による自立経営」を実現するためには、下水道使用料を「経費回収率 
100％相当額」に改定する必要がある。令和３年度の経費回収率が50.6％であるため、
使用料改定率は約100％上昇させることとなる。しかしながらその改定は、大幅な見直し
となるため、使用者の生活への影響を考慮し、段階的な見直しを採用すべきである。

改定時期：令和６年度、令和９年度、令和１２年度
改定率　：約100％の上昇を３段階で均等割りした、33％の上昇率

【付帯意見】
①　下水道使用料の改定に当たり、使用者の理解が得られるように十分に説明責任を果たすこと。
②　「吉田町公共下水道経営戦略」に掲げられた事項にとどまらず、経営の効率化、収入の確

保等について不断につとめること。また、その内容を町民・使用者に公表するとともに、そ
の成果を今後の下水道使用料に反映させること。

③　未接続者に対して、接続の理解を得る広報活動等の周知に加え、ダイレクトメール送付等、
一層の接続推進が図られる事業の検討を進め、更なる接続率向上に努めること。

一般汚水の料金制度（１か月につき）（改定は令和６年４月１日から）
改正後 現行

基本
使用料 従量使用料

基本料金
超過料金排水

汚水量 料金

1,100円

10㎥まで１㎥につき
31円　
10㎥を超えるもの
１㎥につき113円

10㎥まで 910円

10㎥を超え50㎥まで
１㎥につき91円　
50㎥を超え100㎥まで
１㎥につき100円
100㎥を超えるもの
１㎥につき110円
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問

２
年
度
の
経
営
戦
略
で

は
、
２
度
の
使
用
料
改
定

で
11
年
度
の
経
費
回
収
率

100
％
を
目
指
す
と
し
て
い

た
が
、
変
更
し
た
理
由
は
。

答

２
年
度
の
経
費
回
収
率

は
60
数
％
で
あ
っ
た
が
、

企
業
会
計
に
移
行
し
、
経

費
の
見
直
し
が
あ
り
、
経

費
回
収
率
が
約
50
％
に
下

が
っ
た
。

　
　

そ
れ
で
は
一
度
の
値
上

げ
幅
が
大
き
く
な
る
こ
と

か
ら
、
二
度
の
値
上
げ
を

三
度
に
変
更
し
た
。
ま

た
、
期
限
に
つ
い
て
は
、

３
年
度
か
ら
12
年
度
の
10

年
以
内
に
経
営
改
善
を
図

る
た
め
で
あ
る
。

問

12
年
度
ま
で
に
経
費
回

収
率
を

100
％
に
す
る
こ
と

は
法
的
な
縛
り
に
よ
る
も

の
か
。

答

法
的
縛
り
は
無
い
。
当

町
の
考
え
で
あ
る
。

問

６
年
度
に
料
金
改
定
を

行
う
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

コ
ロ
ナ
禍
が
あ
り
、
現
在

物
価
高
騰
の
状
況
に
あ
り
、

本
定
例
会
に
お
い
て
も
住

民
税
非
課
税
世
帯
へ
の
給

付
金
、
国
保
税
の
減
免
延

長
な
ど
を
審
議
す
る
中
、

下
水
道
料
金
の
値
上
げ
は
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
観
点
に

逆
行
し
て
い
な
い
か
。

答

物
価
高
騰
の
最
中
に
使

用
料
改
定
の
時
期
が
重

な
っ
た
こ
と
は
誠
に
申
し

訳
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
汚
水
を
処
理
す

る
費
用
に
対
し
て
使
用
料

収
入
は
約
半
分
で
あ
り
、

残
り
は
一
般
会
計
か
ら
の

基
準
外
の
繰
入
金
で
賄
っ

て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
で

き
る
だ
け
早
く
改
め
る
た

め
に
使
用
料
改
定
を
行

う
。
ま
た
、
国
土
交
通
省

か
ら
の
７
年
度
ま
で
に
料

金
改
定
し
な
け
れ
ば
、
社

会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

の
重
点
配
分
を
し
な
い
と

の
事
務
連
絡
が
２
年
に
出

さ
れ
、
そ
れ
に
対
応
す
る

た
め
に
６
年
度
に
料
金
改

定
を
行
う
。

問

汚
水
処
理
に
つ
い
て

は
、
下
水
道
と
合
併
浄
化

槽
が
あ
る
。
そ
の
維
持
管

理
費
と
使
用
料
金
に
は
差

が
有
り
、
そ
の
解
消
も
値

上
げ
の
理
由
と
考
え
る
。

下
水
道
料
金
の
値
上
げ
に

よ
っ
て
そ
の
差
は
今
後
ど

の
よ
う
に
推
移
す
る
の
か
。

答

町
民
の
汚
水
処
理
に
係

る
経
費
に
差
が
有
り
、
そ

の
差
を
税
金
で
賄
っ
て
い

る
。
審
議
会
委
員
か
ら
も

そ
の
点
に
お
い
て
下
水
道

使
用
料
の
引
き
上
げ
止
む

無
し
と
の
意
見
を
も
ら
っ

て
い
る
。
維
持
管
理
費
の

比
較
は
右
の
表
を
参
照
。

問

使
用
料
値
上
げ
に
対
し

て
、
経
費
の
削
減
努
力
も

必
要
で
あ
る
。
ど
の
よ
う

な
事
を
考
え
て
い
る
か
。

答

本
年
度
電
気
代
お
よ
び

マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
の
監

視
委
託
料
の
節
減
で
合
計

354
万
円
の
節
減
を
考
え
て

い
る
。

問

経
費
削
減
に
関
し
て
今

後
も
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
重

ね
て
い
く
考
え
か
。

答

審
議
会
答
申
の
付
帯
意

見
に
も
そ
の
よ
う
な
記
載

が
有
り
、
今
後
も
引
き
続

き
経
費
削
減
を
図
る
。

問

先
日
の
全
員
協
議
会
に

お
い
て
、
今
後
の
経
費
削

減
策
と
し
て
、
現
在
衛
生

セ
ン
タ
ー
で
処
理
し
て
い

る
合
併
浄
化
槽
の
汚
泥
等

を
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
処
理

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
浄

化
セ
ン
タ
ー
の
収
入
増
加

を
検
討
し
て
い
る
と
の
話

が
あ
っ
た
。

　
　

現
時
点
で
実
現
の
目
途

は
立
っ
て
い
る
か
。
ま

た
、
い
つ
頃
実
現
す
る
予

定
か
。

答

実
現
に
向
け
て
検
討
中

で
あ
り
、
整
備
の
方
向
性

等
の
検
討
終
了
後
実
施
に

向
け
て
動
き
出
す
。

問

全
員
協
議
会
に
て
、
委

託
料
の
削
減
に
つ
い
て
、

浄
化
セ
ン
タ
ー
維
持
管
理

業
務
委
託
を
包
括
民
間
委

託
方
式
に
変
更
で
き
な
い

か
と
考
え
て
い
た
が
、
物

価
高
騰
等
の
影
響
等
で
現

時
点
で
は
実
現
し
て
い
な

い
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
　

こ
れ
に
つ
い
て
今
後
ど

の
よ
う
に
進
め
る
予
定

で
、
ど
の
く
ら
い
の
経
費

削
減
で
き
る
か
。

答

包
括
民
間
委
託
方
式
へ

の
変
更
に
よ
っ
て
ど
の
く

ら
い
削
減
で
き
る
か
の
数

値
は
持
っ
て
い
な
い
。

主
な
質
疑

下水道料金改定早見表
（１か月あたり、税抜き価格）

使用水量 現行使用料
（円）

改定使用料
（円）

増額
（円） 増額比率

0 910 1,100 190 1.21
５ 910 1,255 345 1.38
10 910 1,410 500 1.55
15 1,365 1,975 610 1.45
20 1,820 2,540 720 1.40
25 2,275 3,105 830 1.36
30 2,730 3,670 940 1.34
35 3,185 4,235 1,072 1.33
40 3,640 4,800 1,160 1.32
50 4,550 5,930 1,380 1.30
100 9,550 11,580 2,030 1.21
200 20,550 22,880 2,330 1.11

第４回吉田町下水道料金等審議会説明資料から

維持管理費比較
区分 時期 金額

合併浄化槽 現行 77,000円

下水道
現行 39,636円
６年度 52,910円
12年度 未定

合併浄化槽：５人槽（国交省資料）
下水道：４人家族（33㎥ /月）

よし吉デザインの
マンホール蓋（住吉）
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問

今
回
の
料
金
改
定
は
３

年
度
の
実
績
を
踏
ま
え
、

12
年
度
に
使
用
料
を
現
行

の
倍
に
す
る
た
め
の
第
一

段
で
あ
る
。
今
後
経
費
が

物
価
上
昇
な
ど
で
増
加
す

れ
ば
、
12
年
度
に
は
今
の

倍
以
上
に
な
る
こ
と
も
あ

る
の
か
。

答

次
回
以
降
の
料
金
改
定

に
お
い
て
は
、
そ
の
時
点

で
の
社
会
情
勢
な
ど
を
鑑

み
て
見
直
し
を
図
る
。

問

下
水
道
に
接
続
し
て
い

る
方
の
比
率
で
あ
る
水
洗

化
率
が
３
年
度
は
約
74
％

で
あ
る
。
独
立
採
算
を
目

指
す
な
ら
、
水
洗
化
率

100
％
が
前
提
で
は
な
い
か
。

答

水
洗
化
率
を
毎
年
１
％

ず
つ
上
げ
17
年
度
に
85
％

に
す
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
い
る
。

 

山
内
均 

議
員

　

本
議
案
は
下
水
道
の
毎

使
用
月
の
使
用
量
の
額
の

改
正
で
あ
り
、
下
水
道
事

業
の
独
立
採
算
制
に
向
け

た
改
正
で
あ
る
。
こ
の
改

正
に
よ
り
使
用
料
金
は
、

７
年
度
は
３
５
０
０
万
円

の
増
収
を
見
込
む
。

　

下
水
道
使
用
料
は
、
５

年
度
が
９
５
４
４
万
円
で

あ
る
こ
と
か
ら
７
年
は

１
億
３
０
４
４
万
円
に
な

る
。
５
年
度
は
一
般
会
計

か
ら
の
公
共
下
水
道
事
業

繰
出
金
は
５
億
７
０
７
８

万
円
で
あ
り
、
７
年
繰
出

金
は
約
４
億
４
０
０
０
万

円
と
な
る
。　

　

水
洗
化
率
を
上
げ
る
こ

と
が
独
立
採
算
制
確
立
へ

の
条
件
で
あ
る
と
思
う
。

下
水
道
お
よ
び
浄
化
槽
に

よ
る
水
洗
化
区
域
が
確
定

し
た
以
上
、
税
負
担
の
不

公
平
を
な
く
す
た
め
の
、

抜
本
的
な
見
直
し
を
す
る

べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

平
野
積 

議
員

　

目
的
の
経
費
回
収
率
を

100
％
に
し
、
一
般
会
計
か

ら
の
基
準
外
繰
入
金
を
無

く
す
こ
と
は
賛
成
す
る
。

し
か
し
、
今
回
の
値
上
げ

幅
が
使
用
料
対
象
経
費
が

年
々
増
加
す
る
こ
と
を
前

提
と
し
て
い
る
こ
と
に
私

は
反
対
す
る
。
経
費
削
減

に
関
す
る
町
の
考
え
が
極

め
て
不
明
確
で
あ
る
。

　

経
費
回
収
率
を
上
げ
る

方
法
は
、
経
費
削
減
と
料

金
収
入
の
増
収
で
あ
る
。

　

経
費
削
減
を
図
る
に
は

町
の
努
力
が
、
料
金
値
上

げ
に
は
下
水
道
事
業
の
状

況
を
理
解
す
る
町
民
の
努

力
が
必
要
で
あ
る
。
町
民

の
負
担
増
だ
け
を
強
い
る

の
で
は
な
く
、
町
は
経
費

削
減
を
積
極
的
に
進
め
、

町
と
町
民
が
共
に
努
力

し
、
下
水
道
事
業
の
経
営

改
善
を
図
る
こ
と
が
で
き

る
値
上
げ
幅
を
縮
小
し
た

議
案
を
改
め
て
上
程
す
る

事
を
強
く
要
望
す
る
。

八
木
栄 

議
員

　

下
水
道
事
業
は
、
下
水

道
使
用
料
で
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る「
独
立
採
算
制
」

が
前
提
と
な
っ
て
い
る

が
、
現
状
で
は
一
般
会
計

か
ら
多
額
の
繰
り
入
れ
を

行
い
運
営
し
て
い
る
。

　

公
共
下
水
道
整
備
区
域

外
の
方
か
ら
す
れ
ば
、
税

の
使
い
方
に
不
公
平
感
を

抱
く
こ
と
も
理
解
で
き

る
。
こ
う
し
た
不
満
を
解

消
す
る
た
め
に
も
、
使
用

料
改
定
に
よ
り
増
額
さ
れ

た
金
額
が
、
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
金
の
減
額
に
繋

が
り
、
そ
れ
が
住
民
サ
ー

ビ
ス
に
反
映
さ
れ
る
と
考

え
る
。

　

こ
れ
ま
で
下
水
道
料
金

の
改
定
は
無
く
、
今
回
の

改
定
は
、
使
用
者
を
含
め

た
吉
田
町
下
水
道
料
金
等

審
議
会
が
、
公
営
企
業
と

し
て
の
あ
る
べ
き
姿
に
立

ち
返
り
、
慎
重
に
審
議
さ

れ
た
結
果
で
あ
る
こ
と
か

ら
賛
成
す
る
。

増
田
剛
士 

議
員

　

私
は
、「
受
益
者
負
担
」

「
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

れ
削
減
」「
浄
化
槽
利
用

者
の
維
持
管
理
費
と
の
格

差
是
正
」
の
3
つ
の
観
点

か
ら
賛
成
と
判
断
し
た
。

　

下
水
道
使
用
料
は
、

４
人
家
族
の
例
で
今
回

の
値
上
げ
で
月
額
税
込

４ 

４
０
９
円
、
合
併
浄
化

槽
維
持
管
理
費
は
、
月
額

税
込
６ 

４
１
６
円
と
な
る
。

　

下
水
道
利
用
者
と
浄
化

槽
利
用
者
と
の
格
差
を
縮

め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
多
額
の
一
般
会

計
繰
り
入
れ
に
関
し
て
も

税
負
担
の
公
平
性
を
保
つ

た
め
に
も
是
正
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

「
受
益
者
負
担
」に
関
し
、

こ
れ
ま
で
非
常
に
安
価
な

使
用
料
を
維
持
し
て
き
た

中
で
、
当
局
の
丁
寧
な
説

明
が
求
め
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
公
営
企
業
と
し

て
た
ゆ
ま
ぬ
経
費
節
減
策

の
実
施
を
求
め
賛
成
す
る
。

反
対
討
論

賛 

成 

討 

論

第33号議案吉田町下水道条例の一部を改正する条例の制定の表決結果

議
員

大
石
裕
之

増
田
伸
介

盛
純
一
郎

楠
元
由
美
子

福
世
義
己

三
輪
美
由
紀

平
野
積

山
内
均

増
田
剛
士

八
木
栄

河
原
崎
曻
司

蒔
田
昌
代

大
石
巌

賛否 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ※
○：賛成　×：反対　※：法令の定めにより議長に表決権は無い。
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一般会計補正予算（第３号）
歳入歳出それぞれ1億5,488万円を追加し、130億2,360万円とする。

主な歳入・歳出
【歳入】	 使用料及び手数料（戸籍窓口手数料） ： △60万円
【歳出】	 総務費（戸籍・住民基本台帳事務費） ： 67万円
 民生費（住民税非課税世帯支援特別給付金給付事業費） ： 5,177万円

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

問

歳
入
の
手
数
料
の
減
額

は
条
例
改
正
に
よ
っ
て
生

じ
る
。
条
例
改
正
前
の
早

期
議
決
は
疑
問
で
あ
る
。

答

条
例
改
正
と
会
計
補
正

は
、
本
定
例
会
で
同
時
に

行
う
と
理
解
し
て
い
る
。

　
　

シ
ス
テ
ム
改
修
の
歳
出

の
関
係
も
あ
り
、
今
回
の

審
議
で
歳
入
へ
の
説
明
責

任
も
果
た
せ
る
と
考
え
る
。

印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

問

自
動
交
付
機
の
撤
去
に

よ
り
庁
舎
窓
口
業
務
は
増

え
な
い
か
。

答

当
町
に
お
け
る
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
率

は
、
5
月
31
日
現
在
79
％

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ

て
の
コ
ン
ビ
ニ
多
機
能
端

末
機
に
よ
る
交
付
の
周
知

に
よ
り
、
窓
口
交
付
は
減

る
と
予
想
し
て
い
る
。

問

ど
の
よ
う
な
周
知
を
す

る
の
か
。

答

町
内
外
の
コ
ン
ビ
ニ
で

交
付
可
能
な
こ
と
や
平
日

の
み
な
ら
ず
土
日
祝
日
の

6
時
30
分
か
ら
23
時
ま
で

利
用
可
能
で
あ
る
こ
と
な

ど
の
利
便
性
を
周
知
す
る
。

問

庁
舎
内
に
多
機
能
交
付

機
を
置
く
こ
と
を
考
え
な

い
か
。

答

現
時
点
で
は
考
え
て
い

な
い
。

手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

問

多
機
能
端
末
機
の
使
い

方
に
関
す
る
周
知
は
。

答

今
も
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
紹
介
し
て
い
る
が
、

そ
の
ペ
ー
ジ
に
到
達
す
る

の
に
手
数
が
か
か
る
状
況

で
、
簡
便
に
そ
の
ペ
ー
ジ

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
工
夫

す
る
。

問

交
付
場
所
の
違
い
に
よ

る
価
格
差
は
い
つ
ま
で
続

け
る
予
定
か
。

答

静
岡
県
は
35
市
町
の
う

ち
21
市
町
が
コ
ン
ビ
ニ
交

付
に
対
し
て
減
額
し
て
い

る
。
金
額
に
つ
い
て
は
、

近
隣
市
町
も
当
町
と
同
様

100
円
の
減
額
で
あ
り
、
当

面
の
間
は
続
け
る
予
定
で

あ
る
。

問

今
後
、
郵
便
局
や
ス
ー

パ
ー
な
ど
の
多
機
能
端
末

機
の
設
置
を
求
め
て
、
町

民
の
利
便
性
向
上
を
図
ら

な
い
か
。

答

郵
便
局
や
ス
ー
パ
ー
な

ど
の
設
置
が
進
め
ば
ル
ー

ト
の
拡
大
を
図
る
こ
と
は

考
え
る
が
、
町
が
率
先
し

て
多
機
能
端
末
機
を
設
置

す
る
こ
と
は
無
い
。

問

交
付
に
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
暗
証
番
号

を
入
力
す
る
必
要
が
あ
る

が
、
暗
証
番
号
を
忘
れ
た

場
合
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
。

答

役
場
に
連
絡
を
く
れ
れ

ば
再
発
行
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
発
行
時
、
暗
証
番

号
を
記
載
し
た
用
紙
を
お

渡
し
し
て
い
る
の
で
、
そ

れ
を
し
っ
か
り
と
保
管
し

て
欲
し
い
。

主
な
質
疑

◎印鑑条例の一部改正
・役場庁舎前の自動交付機を9月に撤去す

ることによる文言の修正
　（補足）

　役場庁舎前の自動交付機は平成２５年
に設置し、契約最終年度を令和２年とし
ていたが、その時点でマイナンバーの交
付率が低いことおよび新型コロナウイル
ス感染症拡大を考慮して、令和５年まで
契約を延長していた。

◎手数料条例の一部改正
・マイナンバーカードの普及促進と行政事務

の効率化のため、証明書を取得する際の
多機能端末機による交付につき手数料を
減額する。

改正後

内　容 窓口
金額

多機能端
末機金額

戸籍謄本・抄本 450円 350円
住民票 300円 200円

印鑑登録証明 300円 200円
住民税決定証明 300円 200円
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一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
2
号
）（
専
決
処
分
）

低
所
得
子
育
て
世
帯
生
活
支

援
特
別
給
付
金

問

一
昨
年
、
昨
年
に
同
様

の
給
付
を
行
っ
て
い
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
シ
ス

テ
ム
改
修
委
託
料

120
万
円

は
高
い
の
で
は
。

答

お
子
さ
ん
へ
の
確
実
な

給
付
に
は
住
民
基
本
台
帳

と
の
紐
づ
け
が
そ
の
都
度

必
要
で
あ
る
。
価
格
に
関

し
て
は
、
随
意
契
約
で
あ

る
こ
と
か
ら
妥
当
性
の
検

証
に
留
ま
っ
た
。

問

今
後
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
具

現
化
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
活
用
な
ど
で
コ

ス
ト
削
減
は
図
れ
な
い
か
。

答

Ｄ
Ｘ
を
活
用
し
業
務
の

標
準
化
、
効
率
化
を
図

り
、
安
価
で
ス
ピ
ー
デ
ィ

に
対
応
す
る
。
た
だ
し
、

突
発
的
な
も
の
へ
の
対
応

は
難
し
い
と
考
え
る
が
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

利
用
を
考
慮
し
検
討
を
進

め
る
。

国
民
健
康
保
険
税
条
例
一
部
改
正
（
専
決
処
分
）

【
背
景
】

　

国
民
健
康
保
険
税
の
課

税
限
度
額
の
見
直
し
等
を

含
む
地
方
税
法
施
行
令
等
の

一部
を
改
正
す
る
政
令
が
令

和
５
年
３
月
31
日
に
交
付

さ
れ
た
こ
と
に
と
も
な
い
同

日
に
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の一部
改
正
を
専
決
処
分
。

【
税
収
の
増
減
】

　

増
収

139
万
円
、
減
収

49
万
円
、
差
引
90
万
円
の

増
収

【
近
隣
市
町
の
動
向
】

　

藤
枝
市
、
牧
之
原
市
は

専
決
処
分
、
島
田
市
、
焼

津
市
は
今
後
改
正
の
方
針

問

近
隣
市
町
の
動
向
を
み

る
と
法
改
正
に
直
ち
に
対

応
す
る
必
要
は
な
い
。
静

岡
県
下
で
も
一
人
当
た
り

の
保
険
税
が
高
い
吉
田
町

で
直
ち
に
条
例
改
正
を
専

決
処
分
し
た
理
由
は
。

答

国
の
施
行
に
合
わ
せ
る

こ
と
が
最
も
自
然
で
あ
る

と
判
断
し
た
。
そ
の
方
が

説
明
責
任
を
果
た
せ
る
。

　
　

議
会
の
場
で
審
議
す
る

の
が
原
則
で
あ
る
が
、
時

間
に
い
と
ま
が
な
い
場
合

は
専
決
制
度
が
認
め
ら
れ

て
お
り
、
町
は
そ
れ
に
従

い
専
決
処
分
し
た
。

低所得の子育て世帯生活支援特別給付金事業費補助金など
補正予算１，３５４万円を可決

令和５年第2回臨時会：5月12日

　令和５年第２回吉田町議会臨時会が５月１２日の１日限りで行われ、専決処分事項の承認4件、
町道の認定１件、人事案件１件の計6件を原案のとおり承認・可決・同意した。また、議会広
報特別委員会に関する発議案１件を可決した。

一般会計補正予算（第２号）の主な内容
　歳入歳出それぞれ１，３５４万円を追加し、歳入歳出それぞれ
１２８億６,８７２万円とする。
【歳　　入】
国庫補助金 １，３４５万円
【歳　　出】
子育て世帯生活支援特別給付金事業費 １，３３２万円
うち システム改修委託料 １２１万円

低所得の子育て世帯に対する子育
て世帯生活支援特別給付金

【目的】
　食費などの物価高騰の影響を特
に受けて損害を受けた低所得の子育
て世帯を見舞う観点から、子育て世
帯生活支援特別給付金を支給する。

【給付額】　児童１人当たり　５万円

質
　
　
　
　
疑

国民健康保険税条例
一部改正の主な内容

・後期高齢者支援金分の限度額増額
　（前）20万円→（後）22万円

・国民健康保険税減額の控除額増額
　５割減額   （改正前）    （改正後）
　　　　　28万5千円 → 29万円

　２割減額   （改正前） 　（改正後）
　　           52万円 → 53万５千円
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問

シ
ー
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ

構
想
実
現
に
よ
り
、「
○

○
日
本
一
」
と
い
う
よ
う

な
町
づ
く
り
を
考
え
て
い

る
か
。

答

「
○
○
日
本
一
」
と
い

う
よ
う
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

掲
げ
る
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
が
、
シ
ー
ガ
ー
デ
ン

シ
テ
ィ
構
想
の
推
進
に
加

え
、「
治
水
対
策
事
業
の

実
施
」「
福
祉
社
会
の
建

設
」「
教
育
環
境
の
整
備
」

を
着
実
に
推
進
す
る
こ
と

に
よ
り
「
選
ば
れ
続
け
る

ま
ち
」
と
な
る
こ
と
を
確

信
し
て
い
る
。

問

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
に
お
い
て
、
吉
田
沙
保

里
さ
ん
を
町
の
応
援
大
使

に
任
命
し
た
が
、
そ
の
後

の
活
動
は
。

答

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
来

町
す
る
よ
う
な
こ
と
は
、

な
か
っ
た
が
、
彼
女
の
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
吉
田
町
の
話
題
を

発
信
し
て
頂
い
て
い
る
。

今
後
も
企
画
を
練
っ
て
い

く
。

問

当
町
に
お
け
る
関
係
人

口
の
増
加
策
は
。

答

個
人
と
地
域
の
つ
な
が

り
を
構
築
す
る
こ
と
が
で

き
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
」

に
つ
い
て
積
極
的
な
活
用

を
図
っ
て
い
る
。

　
　

ま
た
、「
定
住
人
口
」

と
「
交
流
人
口
」
を
増
加

さ
せ
る
こ
と
が
、「
地
方

へ
の
新
し
い
人
の
流
れ
を

つ
く
っ
て
い
く
こ
と
」
に

も
結
び
付
く
も
の
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

問

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の

醸
成
に
関
す
る
施
策
は
。

答

「
誇
り
」
や
「
共
感
」

を
持
ち
、
地
域
の
た
め
に

自
ら
関
わ
っ
て
い
こ
う
と

す
る
気
持
ち
の
こ
と
を
指

す
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の

醸
成
は
、
町
を
活
性
化
し

て
い
く
う
え
で
、
不
可
欠

な
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　

町
は
、
ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を

作
成
し
た
。
こ
れ
は
、
町

の
魅
力
や
施
策
の
イ
メ
ー

ジ
を
「
ぎ
ゅ
っ
と
な
ま
ち

吉
田
町
」
と
表
現
し
た
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
町
内

小
中
学
校
で
実
施
し
て
い

る
「
吉
田
探
求
」
に
よ
り

「
大
好
き
な
吉
田
町
を
笑

顔
い
っ
ぱ
い
に
し
た
い
」

を
ゴ
ー
ル
の
姿
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
。

問

「
住
み
や
す
い
ま
ち
」

「
安
心
安
全
な
町
」
以
外

で
、
住
民
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
よ
う
な
施
策
は
。

答

「
ど
こ
に
住
む
か
」
の

選
択
権
は
、
女
性
が
握
っ

て
い
る
。
特
に
20
歳
か
ら

39
歳
ま
で
の
女
性
に
選
ば

れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
例
え
ば
「
憩
い
の
場
」

を
設
け
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

　
　

選
ば
れ
続
け
る
た
め
に

20
歳
か
ら
39
歳
女
性
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
施
策

を
し
て
い
く
。

町政を問う

増
ます

田
だ

剛
たけ

士
し

議
員

プロモーションポスター

　

自
治
体
間
競
争
が
激
化
し
て
い
く
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
る
中
で
、

「
住
み
や
す
い
ま
ち
」「
選
ば
れ
る
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」
の
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
シ
ー
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
構
想
実
現
を
踏
ま

え
て
質
問
し
た
。

問
question

「
選
ば
れ
る
町
」
と
な
る
た
め
の
施
策
は

答
answer

20
代
30
代
の
女
性
を
対
象
と
し
た
施
策
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一 般 質 問
　

町
は
「
だ
れ
も
が
気
兼
ね
な
く
お
で
か
け
で
き
る
町
」
を
目
指
し
て
、

町
内
を
走
る
新
し
い
交
通
の
実
証
運
行
を
10
月
か
ら
実
施
す
る
。
８

年
度
の
本
格
稼
働
に
導
く
べ
く
準
備
状
況
の
チ
ェ
ッ
ク
と
町
民
の
皆
さ

ん
へ
の
周
知
を
行
う
べ
く
質
問
を
し
た
。

問
question

町
内
を
走
る
新
し
い
交
通
の
料
金
は

答
answer

料
金
は
ま
だ
決
め
て
い
な
い

平
ひら

野
の

　 積
つもる

議
員

問

運
賃
は
住
民
懇
談
会
で

３００
円
と
聞
い
て
い
た
が
、

い
つ
決
め
る
。

答

７
月
３
日
の
地
域
公
共

交
通
協
議
会
で
路
線
バ
ス

ほ
ど
低
価
格
で
は
な
く
、

タ
ク
シ
ー
よ
り
低
価
格
を

前
提
に
関
係
機
関
と
調
整

し
て
決
め
る
。

問

小
中
高
生
や
高
齢
者
・

障
害
の
あ
る
方
へ
の
割
引

は
進
め
る
か
。

答

小
中
高
生
に
は
町
内
移

動
を
促
す
た
め
に
検
討
す

る
。
高
齢
者
や
障
害
の
あ

る
方
は
料
金
設
定
時
考
慮

す
る
た
め
、
行
わ
な
い
。

問

乗
降
場
所
は
決
ま
っ
て

い
る
か
。
数
は
ど
の
く
ら

い
か
。

答

設
置
場
所
の
青
写
真
は

で
き
て
い
る
。
現
在
自
治

会
、
民
生
委
員
と
調
整
中

で
あ
る
。
数
は
間
隔
300
ｍ

位
で
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

並
み
を
考
え
て
い
る
。

問

一
日
の
各
時
間
帯
で
ど

の
よ
う
な
方
に
使
っ
て
欲

し
い
と
考
え
て
い
る
か
。

答

朝
や
夕
方
は
主
に
路
線

バ
ス
に
乗
り
継
い
で
町
外

へ
通
勤
・
通
学
す
る
方
に
、

日
中
は
高
齢
者
の
皆
さ
ん

の
通
い
の
場
へ
の
移
動
や

通
院
、
買
い
物
な
ど
を
想

定
し
て
い
る
。

問

実
証
運
行
中
、
利
用
者

の
意
見
は
ど
の
よ
う
に
し

て
聞
く
の
か
。

答

実
証
運
行
開
始
か
ら
12

月
ま
で
は
昼
間
の
み
、
１

月
か
ら
は
朝
と
夕
方
の
運

行
追
加
を
計
画
し
て
い
る
。

利
用
者
の
意
見
は
全
運
行

開
始
後
の
２
月
頃
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
す
る
予
定
。

問

利
用
希
望
者
に
無
料
券

又
は
割
引
券
を
配
布
し
、

多
く
の
利
用
者
の
意
見
を

取
り
入
れ
て
、
よ
り
使
い

や
す
い
新
し
い
交
通
を
目

指
さ
な
い
か
。

答

実
証
運
行
は
想
定
し
て

い
る
仕
様
で
の
利
用
状
況

や
料
金
が
適
正
化
か
ど
う

か
な
ど
の
デ
ー
タ
を
収
集

す
る
目
的
で
行
う
。
し
か

し
、
議
員
の
言
う
通
り
、

多
く
の
意
見
を
頂
く
こ
と

は
大
変
重
要
な
の
で
、
利

用
促
進
の
た
め
事
業
の
周

知
活
動
と
と
も
に
、「
お

試
し
券
」
な
ど
の
利
用
促

進
策
を
実
証
運
行
中
に
実

施
す
る
こ
と
も
考
え
る
。

吉田町役場下りバス停付近のバス待合所

「問：お住まいの地域には困りごとがありますか。」に対する回答
区　分 住吉 川尻 片岡 神戸 大幡 合計

住民同士の関りがない 9.3 9.5 10.2 15.3 11.1 10.8
地域活動の担い手が少ない 26.5 17.9 21.6 5.9 11.1 19.0
地域のルールを守れない人がいる 17.2 31.0 17.0 15.3 33.3 20.2
交通手段がない・少ない 37.7 47.6 39.8 37.6 44.4 40.3
地域の環境整備がされていない 21.9 15.5 13.6 17.6 22.2 18.1
特に困りごとや不安は感じていない 21.2 21.4 23.9 29.4 16.7 23.2

出典：「吉田町地域福祉に関するアンケート調査結果」から抜粋　　（単位：％）
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町政を問う
　

本
年
３
月
、
町
広
報
誌
に
記
載
さ
れ
た
若
者
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

単
身
高
齢
者
向
け
の
携
帯
型
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
貸
与
は
、
そ
れ
ぞ

れ
対
象
の
町
民
に
と
っ
て
有
効
な
利
用
が
望
め
る
施
策
と
考
え
、
そ
の

現
状
や
今
後
の
拡
充
策
・
広
報
策
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

問
question

二
つ
の
施
策
の
登
録
・
利
用
推
進
策
は

答
answer

そ
れ
ぞ
れ
の
増
加
策
や
広
報
手
段
を
検
討

盛
もり

　純
じゅん

一
いち

郎
ろう

議
員

問

町
民
の
参
加
登
録
の
メ

リ
ッ
ト
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。

答

登
録
し
た
学
生
の
保
護

者
が
通
常
よ
り
も
低
い
金

利
で
教
育
ロ
ー
ン
が
受
け

ら
れ
る
こ
と
。

　
　

ま
た
、
毎
年
開
催
の
町

内
事
業
者
が
参
加
す
る
合

同
企
業
説
明
会
や
各
企
業

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

関
す
る
情
報
な
ど
を
配
信

し
、
学
生
に
地
元
企
業
の

情
報
が
入
手
し
や
す
い
仕

組
み
を
作
っ
て
い
る
。

問

現
在
の
参
加
者
数
は
。

目
標
の
設
定
な
ど
は
行

な
っ
て
い
る
か
。

答

４
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
現
在
４
人
。
目
標
値

は
定
め
て
い
な
い
が
、
活

用
し
て
貰
え
る
よ
う
情
報

発
信
に
努
め
た
い
。
登
録

者
を
増
加
さ
せ
る
施
策
を

考
え
る
必
要
が
あ
る
。

問

新
た
な
企
画
検
討
や
申

し
込
み
期
限
の
延
長
、
対

象
世
帯
へ
の
周
知
策
は
。

答

今
後
、
事
業
者
と
学
生

が
交
流
で
き
る
よ
う
な
企

画
を
検
討
し
た
い
。
必
要

に
応
じ
申
し
込
み
期
限
の

延
長
も
検
討
。
周
知
に
つ

い
て
は
、
高
校
へ
の
働
き

か
け
も
行
う
。

問

本
年
度
の
貸
与
可
能
な

台
数
と
予
算
措
置
は
。

答

30
人
貸
与
可
能
分
の
予

算
約
90
万
円
を
介
護
保
険

特
別
会
計
に
計
上
し
た
。

問

さ
ら
な
る
周
知
策
や
幼

児
・
児
童
な
ど
へ
の
利
用

対
象
拡
大
の
検
討
は
。

答

周
知
に
つ
い
て
は
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
へ
の

周
知
も
継
続
し
、
デ
モ
機

を
窓
口
に
常
設
す
る
な
ど

す
る
。
民
生
委
員
に
も
案

内
を
依
頼
す
る
予
定
。
幼

児
・
児
童
な
ど
へ
の
利
用

対
象
拡
大
は
、
他
事
業
と

し
て
実
施
で
き
る
か
検
討

す
る
。

広報よしだ本年3月号から抜粋

貸与する端末

From
Yoshida

若
者
応
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

単
身
高
齢
者
へ
の
通
報
シ

ス
テ
ム
の
貸
与
に
つ
い
て

広報よしだ本年3月号から抜粋

11 よしだ議会だより 第110号



一 般 質 問

問

湯
日
川
親
水
公
園
の
利

用
状
況
は
。

答

多
く
の
方
々
が
余
暇
を

過
ご
し
、
多
目
的
広
場
で

は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で

健
康
づ
く
り
を
目
的
と
し

た
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
も
利

用
さ
れ
て
い
る
。

問

岩
留
橋
か
ら
公
園
北
側

駐
車
場
ま
で
の
湯
日
川
土

手
沿
い
の
道
路
の
環
境
整

備
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

い
る
か
。

答

町
の
ほ
う
で
状
況
確
認

し
な
が
ら
環
境
整
備
を

行
っ
て
い
る
。

問

公
園
内
の
環
境
整
備
の

状
況
は
。

答

業
務
委
託
で
定
期
的
に

植
木
剪
定
・
除
草
・
芝
刈

り
・
遊
具
・
ト
イ
レ
点
検

な
ど
実
施
し
て
い
る
。
除

草
・
芝
刈
り
は
３
年
度
か

ら
年
２
回
を
年
３
回
に
見

直
し
た
。

問

花
が
少
な
い
公
園
。
地

域
団
体
の
協
力
で
、
花
植

え
に
よ
る
景
観
も
環
境
整

備
の
方
法
と
考
え
る
が
町

は
。

答

花
の
多
い
公
園
は
集
客

も
あ
る
と
考
え
る
が
、
こ

の
公
園
に
は
散
水
施
設
は

な
く
花
を
育
て
る
の
は
難

し
い
。

問

公
園
北
側
に
手
洗
い
場

が
設
置
で
き
な
い
理
由
は
。

答

技
術
的
に
は
設
置
は
可

能
だ
が
、
散
水
施
設
を

引
っ
張
っ
て
く
る
ま
で
に

多
額
な
費
用
が
必
要
と
な

る
。

問

遊
具
点
検
料
が
３
年
度

37
万
円
近
く
決
算
報
告
さ

れ
て
い
る
。
町
全
体
８
公

園
で
105
基
だ
が
、
２
年
度

よ
り
多
く
な
っ
て
い
る
。

町
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る

か
。

答

今
後
公
園
全
体
を
考
え

る
中
で
修
繕
・
撤
去
必
要

で
あ
る
か
考
え
な
が
ら
予

算
措
置
を
考
え
る
。

問

整
備
す
る
順
番
と
し
て

未
開
設
の
公
園
優
先
な
の

か
最
終
開
設
の
公
園
を
再

整
備
す
る
こ
と
が
優
先
な

の
か
、
町
は
ど
の
よ
う
に

計
画
し
て
い
る
か
。

答

公
園
環
境
を
ど
う
整
備

し
て
い
く
か
、
優
先
順
位

を
含
め
考
え
て
い
か
な
く

て
は
い
け
な
い
。
今
後
実

施
計
画
な
ど
で
し
っ
か
り

と

　

と
対
応
し
て
い
き
た
い
。

利
用
者
が
使
い
や
す
い
、

ま
た
住
民
の
方
が
気
持
ち

良
く
利
用
で
き
る
よ
う
町

も
環
境
整
備
を
し
て
い
く

が
限
界
が
あ
る
。
公
園
愛

護
会
・
住
民
・
地
域
の
方
々

と
一
緒
に
行
え
る
仕
掛
け

づ
く
り
が
必
要
と
考
え

る
。
今
後
公
園
の
管
理
や

在
り
方
も
含
め
検
討
し
て

い
く
。

　

平
成
15
年
か
ら
供
用
開
始
の
湯
日
川
親
水
公
園
。
吉
田
町
に
ゆ
か

り
あ
る
葦
が
群
生
し
、
小
魚
な
ど
の
生
態
系
を
保
全
し
水
鳥
も
見
ら

れ
る
水
辺
の
美
し
い
公
園
で
あ
っ
た
が
、
何
年
も
使
用
不
可
の
ロ
ー

プ
が
張
ら
れ
草
木
が
生
い
茂
る
と
こ
ろ
が
目
立
つ
現
状
を
質
問
し
た
。

問
question

湯
日
川
親
水
公
園
の
整
備
計
画
は
あ
る
の
か

答
answer

現
時
点
で
は
今
後
の
整
備
計
画
は
な
い

楠
くす

元
もと

由
ゆ

美
み

子
こ

議
員

シンボルゾーン風車周辺の風景

何年もロープが張られた水上ステージ
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町政を問う
問

引
き
こ
も
り
の
問
題
の

捉
え
方
は
。

答

内
閣
府
の
調
査
で
は
、

生
産
年
齢
人
口
に
あ
た
る

15
歳
か
ら
64
歳
に
お
い

て
、
2
％
余
り
が
広
義
の

引
き
こ
も
り
状
態
で
あ
る

と
し
、
全
国
の
生
産
年
齢

人
口
の
う
ち
、
146
万
人
が

引
き
こ
も
り
状
態
で
あ
る

と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

個
々
に
背
景
や
状
況
が

さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
個
々

の
状
況
に
応
じ
た
支
援
が

必
要
で
あ
る
。

問

調
査
結
果
を
基
に
、
私

が
町
内
の
引
き
こ
も
り
の

数
を
試
算
し
た
と
こ
ろ
、

生
産
年
齢
人
口
の
う
ち
で

353
人
と
な
っ
た
。
こ
の
数

を
ど
う
捉
え
る
か
。

答

あ
く
ま
で
も
目
安
の
数

字
で
あ
る
。
支
援
が
必
要

か
ど
う
か
、
実
態
も
見
え

に
く
い
。
そ
の
数
字
が
多

い
の
か
少
な
い
の
か
も
判

断
が
し
に
く
い
と
こ
ろ
で

あ
る
。

問

引
き
こ
も
り
の
相
談
状

況
と
支
援
の
方
法
は
。

答

ま
ず
は
家
族
か
ら
福
祉

課
に
相
談
が
あ
り
、
支
援

が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
3
年

度
に
11
件
、
4
年
度
に
4

件
の
相
談
が
あ
っ
た
。
家

族
と
の
面
談
で
、
状
況
を

詳
細
に
把
握
し
、
本
人
と

会
え
る
場
合
に
は
面
談
を

行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
向

を
確
認
し
て
、
時
間
を
か

け
て
、
個
々
の
ケ
ー
ス
に

寄
り
添
っ
た
支
援
を
行
っ

て
い
る
。

問

問
題
が
多
岐
に
わ
た
る

事
も
多
く
、
専
門
的
な
知

見
や
ア
ド
バ
イ
ス
も
必
要

だ
と
考
え
る
。
ま
た
自
治

体
の
相
談
窓
口
で
は
、
短

期
間
で
人
事
異
動
が
あ

り
、
継
続
的
に
問
題
に
関

わ
る
事
が
難
し
い
。
民
間

の
専
門
機
関
や
団
体
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
な
ど
の
力
を
借
り
て

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
。

答

個
別
に
必
要
と
さ
れ
る

オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
の
支
援

を
行
え
る
よ
う
に
、
多
岐

に
わ
た
る
機
関
と
連
携
し

て
支
援
の
輪
を
拡
げ
て
行

く
。
ま
た
相
談
支
援
を
民

間
に
委
託
し
て
い
る
。
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
し
な
が
ら
、

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

問

当
町
の
み
な
ら
ず
、
全

国
的
に
、
積
極
的
な
取
り

組
み
は
成
さ
れ
て
い
な

い
。
引
き
こ
も
り
に
な
ら

ず
、
脱
出
で
き
て
い
れ

ば
、
社
会
の
一
人
と
し

て
、
労
働
力
を
担
い
、
納

税
者
と
し
て
貢
献
し
、
子

育
て
を
し
、
親
の
老
後
を

看
る
と
い
う
家
族
に
社
会

に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
貢
献

で
き
る
存
在
が
、
社
会
的

な
損
失
に
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
何
よ
り
、
本
人
も

ご
家
族
も
苦
し
ん
で
い

る
。
今
後
、
積
極
的
な
取

り
組
み
を
お
願
い
し
た
い
。

答

ま
ず
は
相
談
し
て
い
た

だ
く
事
が
第
一
歩
な
の

で
、
福
祉
課
内
に
あ
る

「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
」

の
周
知
を
積
極
的
に
行

い
、
相
談
し
や
す
い
窓
口

で
、
一
つ
一
つ
の
相
談
に

丁
寧
に
対
応
す
る
。
ま
た

声
を
上
げ
や
す
い
地
域
づ

く
り
に
努
め
る
。

　

引
き
こ
も
り
問
題
が
近
年
社
会
問
題
化
し
、
長
期
・
高
齢
化
に
よ

り
「
８
０
５
０
問
題
」
も
よ
り
深
刻
化
し
て
い
る
。
早
期
発
見
・
早
期

支
援
が
長
期
化
を
防
ぎ
改
善
も
早
い
と
さ
れ
る
中
、
社
会
に
様
々
な

影
響
を
も
た
ら
す
問
題
の
取
組
み
を
質
問
し
た
。

大
おお

石
いし

裕
ひろ

之
ゆき

議
員

問
question

引
き
こ
も
り
問
題
の
現
状
と
今
後
の
取
組
み

答
answer

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
の
周
知
を
積
極
的
に
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問

吉
田
町
指
定
文
化
財
は

22
件
あ
る
。
文
化
財
指
定

ま
で
の
経
緯
は
。

答

天
然
記
念
物
「
萬
年
の

サ
ツ
キ
」
は
昭
和
39
年
４

月
１
日
に
、
無
形
民
俗
文

化
財「
地
蔵
院
の
百
万
遍
」

は
昭
和
53
年
２
月
９
日
に
、

建
造
物「
川
尻
の
道
標（
み

ち
し
る
べ
）」
は
、
平
成
19

年
５
月
29
日
に
指
定
し
た
。

　
　

経
緯
と
し
て
は
、
文
化

財
の
所
有
者
や
文
化
財
保

護
審
議
会
委
員
か
ら
の
提

案
を
経
て
、
文
化
財
保
護

審
議
会
で
審
議
し
、
教
育

委
員
会
に
答
申
し
て
教
育

委
員
会
が
指
定
し
た
。

問

文
化
財
の
保
護
・
保
存
・

管
理
な
ど
の
施
策
は
。

答

保
存
状
態
の
確
認
の
た

め
、
定
期
的
な
パ
ト
ロ
ー

ル
や
所
有
者
な
ど
に
対
し

て
管
理
・
助
言
な
ど
を
行

い
、
文
化
財
の
保
護
に
努

め
て
い
る
。

問

個
人
所
有
の
指
定
文
化

財
等
保
護
へ
の
配
慮
は
。

答

教
育
委
員
会
は
、
管
理

や
修
理
に
多
額
の
経
費
を

要
し
、
所
有
者
が
負
担
に

耐
え
な
い
場
合
な
ど
に
は

予
算
の
範
囲
以
内
で
補
助

金
を
交
付
し
、
必
要
な
事

項
を
指
示
す
る
。

問

天
然
記
念
物
「
田
村
の

松
」
の
よ
う
な
指
定
解
除

を
起
こ
さ
な
い
た
め
の
対

策
は
。

答

樹
木
医
に
よ
る
診
断
や

木
の
幹
へ
の
栄
養
剤
の
注

入
な
ど
、
必
要
に
応
じ
て

専
門
家
な
ど
か
ら
助
言
や

指
導
を
受
け
文
化
財
の
保

護
対
策
に
努
め
る
。

問

天
然
記
念
物
「
萬
年
の

サ
ツ
キ
」
は
400
年
近
く
生

き
て
い
る
。
今
一
度
健
康

状
態
を
確
認
し
な
い
か
。

答

天
然
記
念
物
は
所
有
者

が
管
理
を
す
る
こ
と
が
基

本
で
あ
る
。管
理
に
は
、所

有
者
の
方
と
密
接
に
連
携

を
取
り
、
対
応
し
て
い
く
。

問

正
し
い
も
の
を
正
し
く

伝
え
な
い
と
、
無
形
文
化

財
は
消
え
て
い
く
。「
地
蔵

院
の
百
万
遍
」
は

300
年
つ
な
が
っ
て

い
る
、
ビ
デ
オ
を
撮

っ
て
記
録
し
て
お

き
た
い
が
、
町
の
支

援
は
。

答

条
例
に
は
記
録
の
作
成

と
い
う
も
の
が
あ
る
。
地

元
の
方
と
協
議
し
な
が
ら
、

町
と
し
て
支
援
で
き
る
こ

と
を
考
え
る
。

町政を問う
　

能
満
寺
参
道
の
樹
齢
100
年
を
超
す
松
の
古
木
を
含
む
６
本
が
松
く

い
虫
の
被
害
に
よ
り
、
ま
た
「
田
村
の
松
」
は
松
枯
れ
に
よ
り
、
伐
採

さ
れ
た
。
天
然
記
念
物
「
萬
年
の
サ
ツ
キ
」、
無
形
民
俗
文
化
財
「
地
蔵

院
の
百
万
遍
」
な
ど
の
文
化
財
の
保
護
と
継
承
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

山
やま

内
うち

　 均
ひとし

議
員

問
question

個
人
所
有
の
指
定
文
化
財
な
ど
の
保
護
は

答
answer

予
算
内
で
補
助
金
を
交
付
し
管
理
す
る

萬年のサツキ
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6
月
4
日

　
常
任
委
員
会
と
し
て
所
管

事
務
調
査
を
行
う
こ
と
を
全

員
一
致
で
決
定
。

　
各
委
員
提
出
の
調
査
事
項

案
か
ら
協
議
し
、「
地
域
推

進
教
育
事
業
」
に
つ
い
て
調

査
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

6
月
12
日

　
所
管
事
務
調
査
事
項
に
対

す
る
目
的
・
方
法
・
期
間
を

以
下
の
よ
う
に
決
定
し
た
。

【
調
査
目
的
】

　
町
は
、
第
5
次
吉
田
町
総

合
計
画
第
5
章
の
地
域
教
育

の
分
野
に
お
い
て
、
そ
の
施

策
の
方
向
性
と
し
て
地
域
推

進
教
育
事
業
推
進
や
放
課
後

子
ど
も
教
室
の
拡
充
を
掲
げ

て
い
る
。

　
地
域
の
教
育
力
の
向
上
を

図
る
た
め
、
地
域
の
各
種
団

体
・
学
校
・
家
庭
が
協
働
し

て
取
り
組
む
こ
と
、ま
た
、放

課
後
及
び
休
日
に
子
ど
も
が

安
心
し
て
活
動
で
き
る
居
場

所
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
の
健

全
育
成
の
一
層
の
支
援
が
必

要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
町
が
行
っ
て
い

る
地
域
推
進
教
育
事
業
に
つ

い
て
、
そ
の
現
状
と
課
題
を

調
査
・
研
究
す
る
。

【
調
査
方
法
】

　
執
行
部
か
ら
説
明
員
の
出

席
及
び
資
料
提
出
を
求
め
、

現
状
と
課
題
を
検
証
す
る
。

【
調
査
期
間
】

　
調
査
・
研
究
が
終
了
す
る

ま
で
。

　

以
上
の
内
容
を
決
定
し
、

議
会
閉
会
中
の
継
続
調
査
と

し
た
。

　
委
員
長　
盛　
純
一
郎

6
月
5
日

　
常
任
委
員
会
と
し
て
所
管

事
務
調
査
を
行
う
こ
と
を
全

員
一
致
で
決
定
。

　
各
委
員
提
出
の
調
査
事
項

案
か
ら
協
議
し
、「
空
家
等

対
策
の
推
進
」
に
つ
い
て
調

査
す
る
こ
と
に
決
定
し
た

6
月
15
日

　
所
管
事
務
調
査
事
項
に
対

す
る
目
的
・
方
法
・
期
間
を

以
下
の
よ
う
に
決
定
し
た
。

【
調
査
目
的
】　

　
第
５
次
吉
田
町
総
合
計
画

後
期
基
本
計
画（
２
０
２
０

▽
２
０
２
３
）
も
最
終
年
度

を
迎
え
る
。

　
こ
の
計
画
に
掲
げ
る
施
策

の
大
綱
・
第
４
章「
魅
力
あ

ふ
れ
る
多
様
な
交
流
を
生
む

ま
ち
づ
く
り
」に
お
け
る
、分

野
・
住
環
境
、施
策
３「
空
家

等
対
策
の
推
進
」に
つ
い
て
、

住
民
の
生
活
環
境
の
支
障
と

な
る
空
家
等
に
対
し
て「
４

年
後
の
姿
」の
現
実
味
な
ど
、

適
切
な
管
理
や
利
活
用
に
つ

い
て
調
査
・
研
究
を
す
る
。

【
調
査
方
法
】

　
執
行
部
か
ら
説
明
員
の
出

席
及
び
資
料
提
供
を
求
め
、

現
状
と
課
題
を
検
証
す
る
。

【
調
査
期
間
】　

　
調
査
・
研
究
が
終
了
す
る

ま
で

　

以
上
の
内
容
を
決
定
し
、

議
会
閉
会
中
の
継
続
調
査
と

し
た
。

　
委
員
長　
山
内　
均

総務文教常任委員会報告

地域推進教育事業について

産業建設常任委員会報告

空家等対策の推進について

調 査 事 項

調 査 事 項

空家等対策の推進

● 空家等の組織の活用と空家等対策の推進

〈施策の方向性〉

【現状と課題】
・　全国的に空家等の対策が深刻な問題となっており、空家等対策の推進に関する特別措置法が平成27年5月26日全面
施行された中、本町においても住民の生活環境の支障となる空家等に対して、適切な管理や利活用が求められてい
ます。

・　令和元年度に空家等対策連絡会議を設置し、空家等対策の検討を進めています。

【４年後の姿】
・　適切な空家等の対策を進めることにより、良好な住環境が保たれています。

施策 3
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※本紙に記載している数値につきましては、一部千円以下を切り捨てして万円単位で表記しています。

第３回定例会（９月）のご案内
　令和５年第３回吉田町議会定例会は９月１日（金）から開催予定です。
　傍聴はどなたでもできます。当日に４階議会事務局で受付を済ましてから５階傍聴席にご入場くだ
さい。お待ちしております。� 問い合わせ先　　議会事務局　３３－２１４１

まちの話題

５月２７日、住吉小学校運動会で保護者も
元気いっぱいの子どもたちを応援しました。

５月２７日、中央小学校運動会で、６年生が
パフォーマンス（百花繚乱～輝きの花～）を披露しました。

５月１８日、吉田中学校「活力祭」で
生徒会縦割り種目「台風の目」を頑張りました。

５月２１日、県営吉田公園西側町有地にて
第４０回吉田町凧揚げ大会が開催されました。

６月４日、河川・海岸統一美化運動の清掃活動に近隣
の北区・川尻区住民と地元企業などが参加しました。

議会だより１０９号記載記事について、誤記がありました。お詫びし以下のとおり訂正します。
・P5　　リーディングDXスクール事業「1,540万円」を「154万円」に
・P6　�「町民の要望が多く年度途中に予算上限に達した場合でも、補助金の継続を検討する。」を

�「　　　　　　〃　　　　　　　　　〃　　　　　　　　、増額については現時点では考えていない。」に
・P12　「料金改定だけに頼る町の姿勢を質した。」を「町と町民がともに努力して行うために質問した。」に訂正します。

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長
　
楠
元
　
由
美
子

副
委
員
長
　
平
野
　
積

委
　
　
員
　
大
石
　
裕
之

　
　
　
　
　
増
田
　
伸
介

　
　
　
　
　
福
世
　
義
己

　
　
　
　
　
三
輪
　
美
由
紀

　
　
　
　
　
増
田
　
剛
士
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